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新市場区分におけるスタンダード市場選択申請および 

上場維持基準の適合に向けた計画書の提出について 

 

 

 当社は、2022 年４月に予定される株式会社東京証券取引所の市場区分の見直しに関して、

本日スタンダード市場を選択する申請書を提出いたしました。当社は、移行基準日時点

（2021 年６月 30 日）において、当該市場の上場維持基準を充たしていないことから、下記

のとおり、新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書を作成しましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間  

当社の移行基準日時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、以下

のとおりとなっており、流通株式比率については基準を充たしておりません。当社は、2024

年度内を目途に上場維持基準を充たすために各種取組を進めてまいります。 

 
株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（億円） 

流通株式比率

（％） 

当社の状況 

（移行基準日時点）
3,609 人 107,270 単位 104 億円 24.3％ 

上場維持基準 400 人 2,000 単位 10 億円 25％ 

計画書に 

記載の項目 
－ － － ○ 

※当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の

分布状況等をもとに算出を行ったものです。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取組内容 

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するために、必要な資本政策を



適時に実行することにより、当社株式の魅力を高め、より多くの投資家の皆様に当社株式

への投資を検討いただくことで、上場維持基準への適合を図る方針です。 

今般、スタンダード市場を選択し、株式の流動性を高めることが、当社の持続的な成長

と中長期的な企業価値向上の実現に向けて重要であり、上場維持基準を充たしていない流

通株式比率については、一部既存株主様の株式保有比率を引き下げることにより、基準適

合に向けて取り組みます。 

特に国内の普通銀行、保険会社、事業法人等の株主の皆様に上記方針についてご理解い

ただくとともに、株式保有比率の引き下げにあたっての具体的方法について検討、協議を

進めていくことが課題であると認識しております。 

なお、当社は移行基準日時点において、自己株式を 12,601,460 株保有しております。こ

れは、経営環境の変化に対応し機動的な資本政策の遂行を可能にすることを目的として保

有しているほか、株主様との一層の価値共有を進めるための取締役（監査等委員である取

締役を除く）に対する株式報酬の割当てを行うことを目的として保有しているものであり

ます。 

具体的な取り組み内容につきましては、自己株式の消却を含め今後検討を進める予定で

あり、開示すべき事項を決定した際には、速やかにお知らせいたします。 

なお、売却交渉から実際に株式売却に至るには相応の時間がかかると想定していること

から、計画期間は３年度以内を見込んでおります。 

 

 

以 上 


